ヘンヨウ　ノ　ジッカン　ソノ１　ハタラク by unknown
あ さ Jコ
佐賀大学教育学部F付属養護学校長 溝上 僑
本校が発足してから平や12年自になりますが、その諸に5自の研究発表会を開催しました。今回
は第6屈自にあたり、 ζれまでとは違った新しい発想のもとに研究発表したいと考えています。
これまでの研究計画の経過を概観しますと、大きく次の4期に分けられます。第 I
53年度'"5年度)は、 「本校の克室生徒の実態i乙応じた教育諜誼の編成と実銭」という研究主題で、
先輩生徒の社会生活能力の向上・育成を目指す教育はいかに在るべきかを探求するために、まず児
を正しく把援することから出発しました。そして第E溺計磁(昭和56年度'"58年度)
は、 「本校の児童生徒の実態に応じた教育課捜の編成と実接Jという主題で、社会生活能力を高め
るための教育内容の編成に取り組みました。第E賂計酒(昭和59年度'"63年度)は、 「克童生徒の
した教育実践の姿とはどのようなものかJという主題で、指導法や指導の場及びそれに
う諸条件を総合した実践的な教育構造を明らかにしようと試みました。
さて、今@]の第IV期計画(平成元年度~平成6年度)は、これまでの実践研究を吏に一歩進めて、
を「変容の実感(その 1はたらく)Jとし、子どもたちの変容が実感できるような、考え
る銀りの徹立ました教育実践の具体化に取り総むζ とにしました。本研究の基本的構想は、小・中・
高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を台交流し合いながら、はたらく ζとをテーマとした学較づ
くりを進めることにあります。そのねらいは、子どもたちが養護学校を卒業して社会に出ていく際
l乙、どんな教育が最も必要であるか、学校教脊の出口金見通しながら、小学部・中学部・高等部の
実接をつなげていき、更にそれを家庭や地域社会へと広げていくことを意思したものです。そして、
まずその手がかりとして、ノト・中・高各学部からのそれぞれの取り組み方の提言をもとに、各学部
の実践を交流し合いながら学校っくりを主進めることにしました。
の研究発表では、年次計画の第一次分として、小学部は、 「生き生きとした子ども群像を
む生活の基地づくり」というテーマで、 代共l乙"、 収よく働きょく遊ぶ"ことのできる子どもの
育成を目指した実践研究、中学部では、 「自分たちの力で取り組む場を増やす指導」という ζとで、
生活を仲間と共にする生活としてとらえ、子どもたちが集部の中で可能な限り自分で生きる力の育
成金問指した指導について、高等部は、 「生徒の実態l乙応じた指導の在り方Jというテーマで、生
徒の障害の多様化、能力差の増大化が進む中で、生徒一人ひとりを変容させるための授業づくりに
ついての実践研究を公開するつもりです。
とはいえ、新しい研究主題に取り結んだばかりで、その中味はまだ不 1-分な点が多々あろうかと
患います。どうか今踏の発表に対して、ご参会の先生方の忌憎のないと意見やご指導を是非賜わり
ますようお顕い致します。最後l乙、本校の研究発表iζ際しまして御後援現きました佐賀県教育委員
会と佐賀市教育委員会に深く感謝の意を表すると共に、記念講演を快よくお引き受け下さいました
鹿見島大学の十湯務蔵先生をはじめ、指導助言者と司会者の先生方に対しまして浮く鱒礼申し上げ
ます。
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1.はじめに
「今、考え得る隈りのことを徹産して実践に移すことによって、実践分野の
いっそうの体質改善を留り、即、子どものためになっているという実感のある
毎呂をつくりあげる。」
“ヲ三どもが変わる させるための条件づくり"と を両輪とす
る “教育構造の “集団討議"という条件の確認、そして、“もっと身近な、郎、
子どものためになっている毎日でありたい"という鰭いと共に一段落しました。今、これらの条{!1:
と顕いを受け、そして、この教育の動向を見渡しながら、これからの取り組みを進めていきたいと
思います。
“もっと身近な、即、子どものためになっている毎日でありたい"という戸誌は、実摂成果によっ
て教育構造を改定し続けてきたにも拘らず、そこに整理されている現状そのものに、まだ、議思でき
ていないという誌でしょう。そ ζには“もっと、子どもの顕いを実感し、子どもは変わる乙とを実
感し、我々自身が変わることを実感できる"そのような実践でありたいという気持ちの高まりがあ
るようです。今、取り組みを、より具体味と実感がやloう実践研究に移行していかなくてはなりませ
ん。しかし、やっと、長期的展望にたった研究の地擦ができつつあるところであり、 ζれからの取
り組みが軌道に乗るまでには、まだ、いくつかの間題を解決しなければならない乙とは苔めません。
• 3学部の教育構造を太いパイフOで，*吉ぶ乙と
@各教育綴造の各部分を太いパイプで結ぶ ζ と
等、いずれも重量感のある また、我々の取り組みには、 く、柔軟な発想をしていく
ための集団討議が欠かせません。
@関l題解決の手法に習熟する ζ と
eシステム的思考に ζ 乙ろがけること
@資料の整1患と管理、使い方lζ習熟する乙と
等、軌道ぞ落選するために必要な条件整備が残されています。
一方、 ζの教育の国内の動向として、学習指導要領の改定が挙Lずられます。昭和54年
教脊の義務制実施の持の改定以来、 12年ぶりの改定です。今回の改定点を熟知すべき ζ とは勿論で
すが、義務制実施の初年度比入った子どもたちが学校教育の“出仁1"ということを過して、一人ひ
とりが良い人生をもつための生涯教育を謂うている時期であるという ζ とを、特lζ、考えておきた
いと患います。 ζのような特に、我々はどのような構えをとるべきなのでしょうか。
今後は、このような陪題喜子解決していくと共に、上記のような目標ぞ設定をしながら“実感が伴
う実践研究"を充実させていきたいと思います。
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なお、第 1期計阪から第誼期計固までの研究主題は次の通りです。
第 I期計画(昭和53年度~昭和55年度)
「本校の児童生徒の笑態に応じた教育課程の編成と笑践j
一一社会生活適応能力の向上・育成をめざす教育一…
第E (昭和56年度~昭和58年度)
「本校の克室生徒の実態l乙応じた教育課程の嬬成と実践」
本教育内容の編成
第国期計額(昭和59年度~昭和63年度)
「児童生徒の特性に適合した教育実践の姿Jとはどのようなものか
一一指導法、指導の場およびその実践構造一一
2. 第IV期計画について
(1) 研究主題
変容の実感(その 1 はたらく〉
(2) 基本構想
r IJ¥・中・高各学部、家躍、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら“!立
たらく"ことをテーマにした学校づくりを進める。J
(3) 年次計繭
. (平成元年度"-2年度)
「小・中・高各学部のそれぞれの取り組みからの提言J (第6回研究発表会)
. (平成3年度"-41f占度〕
・中・高各学部関の実践交流j
. (平成5年度"-6年度)
「家庭、地域との実践交流j
(4) 取り組みを進める上での条件
@ 実践を継続・発展させるために、そして、研究の成祭を実践に生かしていくために「教育
構造問の意味を再確認し、毎年、検討・改定をする。j
@ 柔軟な、鵠1よい発想ができ、また、効率的な会議にするために「会議の進め方を企業に学
ぶ。J
・ お互いが考え実接している ζ とがひとつのテーマとなり、かっ、夢がふくらむような「本
校の基本的な教育構想の具体化を進める。」
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3. 第IVt境計離の中間報告(第6図研究発表会)について
今屈の第 6図研究発表会は、平成元年度から平成6年度までの6ヶ年計画で進める第W期計画の
中間報告です。 1小・仁t・高各学部、家庭、地域のそれぞれの実践を交流し合いながら“はたらく"
ことをテーマにした学校づくりを進める。jという基本構惣の第一歩として、
I Ij¥・中・高各学部のそれぞれの取り組みからの提言」
ということでまとめています。
第軍部計師までを集約した第5問研究発表会では、多くの反省と成果を得、第IV期計画企爾のた
めに、その反省と成果告もとに「もっと身近な、即、子どものためになっているという実感のある
日をつくりあげるJという問題を設定しました。その問題を各学部で討議し、3o校的lζ集約した
結果が r2. 第IV期計画についてjです。
く、柔軟な発想を"という ζ とを念頭に震きながら、それぞれの学部で、何回となく集団
を繰り返しました。乙こでは、卒業後の乙とや学校教育の“入口"から“出1=1"までのこと、
子どものためになっているという実感は子どもの変容が見えるときのものであり、その子どもの変
容を実証{ちにとらえてみたいということ、小・中・高という学部の12年謂を笑践でつないでみよう
ということなど、社会的自立会背景としながらの話題に集中していきました。それぞれの主張をま
とめると次のようです。
(小学部)
小学部設階としても、学校教育の“出口" ~'I諮 l乙念頭においての学校生活づくりを進めたい。生
活を、生活の「場所J1仲爵J1営みJの三点から考え、営みの姿を“よく働きよく遊ぶ"と“共
l乙" とした素地の上で描いてみたし、。そのような暮らしの中で、もっともっと、子どもたち
の力を発見でき、お互いを認め合うような状況が生まれるのではないか。それぞダイナミックに突
してみよう。まず、指導の場に検討を加え、その再構築を図ると乙ろから着手していこう。
〈中学部〉
としては、義務教育終了という“出仁1"的な可能性を持つ乙とをも念頭においた学校
生活づくりを進めながら、青年前期という中学部の生活を“仲間と共にある生活"という素地の上
で描いてみたい。そのような暮らしの中で、指示を待つ子どもたちが、生き生きと、自分たちで行
動できる子どもたちに変わっていくのではないか。集団の中で、より個が生きる状況づくりを前提
にして、我々は、集団の中で“動いた、できた、変わった"という自で子どもたちをみていきたい。
めますところは、 “可能な限り、自分の力で生きていく力"の育成であり、まず、日常生活の指
導場面から切り込み、徐々に“自分たちで取り組む生活単元学習、作業学習"へと発展させていき
7こL、。
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(高等部〉
高等部段階としては、本校教脊の最終段階である“出口"として イ旨ふまえて、学校生活づ
くりを進めながら、青年期という高等部の生活を“(乍薬学習を柱とした最適な学習の場の構築"と
いう素地の上で抜いてみたい。そのような暮らしの中で、賄容の重度化・多様化、能力差の培大化
という状況ぞふまえ、どの生徒も生き生きと活動できる授業づくりを通して、生徒たちの変容
とらえていきたい。
ζζl乙は、
@もっともっと、子どもたちの力を発見し、お互いを認め合う o
e指示を待つ子どもたちが、生き生きと、自分たちで行動できる子:どもたちに変わって欲しい。
@いかに能力差が大きくても、どの生徒も、生き生きとした姿で活動して欲しい。
という子どもへの期待があります。それは、子どもの願いを実感し、ヲーどもが変容し、そして、我々
自身が変容していくという ζ とへの思いであり、
@“共R." “よく鈎きょく遊ぶ"
@“仲間と共にある生活"
@ を柱とし
という、年齢相応の生活づくりを基本にした学校っくりへの試みがあります。
らしが変わると体も心もかわり入額全体が変わる"、また“賢さは「暮らし・体・腕・
と進行するもの"と言われます。今、変容の源である“主五らし"I乙者自しながら、そして、学校教
育とは?卒業後は?実践でつなぐとは?という しながら、年齢相応の“はたらく"と
いう乙とをテーマにした学校づくりを進めたいと患います。
そして再度、 「今、考え得る限りのことを徹底して実践に移すことによって、実践分野のいっそ
うの体質改善を図り、即、子どものためになっているという笑感のある毎日をつくりあげる。Jとい
う前提のもとに、 ζの取り組みを進める ζ とを確認しておきたいと思います。
以降、第 2 :êぎは、以上のような主旨をふまえながら、年次計画の第一次分を「小・r:t~・
のそれぞれの取り組みからの提言jという乙と していきます。
(研究提退部)
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